第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成24年12月19日(水)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名: 家族のきずな(4‐(6))　
２．ねらい：家族の深い愛情に守られて今日があることに気づき、感謝の心で家族の愛にこたえようとする心情を育む。
３．資料名：三六五×十四回分のありがとう(じぶんをみつめる(あかつき))
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	家族についての思いを発表する。
	①家族がいてくれて、良かったと思うのはどんなときですか。

　・ご飯を作ってくれたとき。　・話をする。

　・送り迎えをしてくれるとき。

　・病気になったとき。　相談をするとき。
	【一斉・発表】

・深入りしない。
・家族のことを考える。

	展開
	資料を読み、お母さんの佐江子さんに対する気持ちを考える。
	②わたしのために、お母さんがしてくれたことはどんなことがありますか。

　・小学校の遠足でおぶってくれた。

　・自転車での送り迎え。

　・車の免許を取った。

　・宿泊研修のとき、先生に頭を下げて頼んだ。
	【一斉・発表】

・確認程度

・母親からわが子への愛情を感じとらせる。

	
	
	③手術の日が決まってからお母さんはどんな思いで「がんばれ」を連発したのだろうか。

　・佐江子さんに希望を持ってほしい。

　・自分(母)がついていると伝えたい。

　・一緒にがんばってきたじゃないの、大丈夫。
　・あきらめないで。　・自分にも頑張らないと。
	【一斉・発表】

・母親のわが子への思いを感じとらせる。


	
	佐江子さんの思いに共感する。
	④【中心発問】

「私はこんなに幸せになれました」と感じられたのは、なぜだろうか。

　・母親の愛にはげまされた。

　・お母さんの前向きな姿に学んだ。

　・母への尊敬を通して生き方を考えることができた。

　・母のおかげで明るく生きられるようになった。
	【個人・ワークシート】

⇒【一斉・発表】

・重い病気でありながら幸せを感じられる背景に、母親と子の愛や家族の愛があることを感じ取らせる。

	終末
	自分の家族について、考える。
	○『佐江子へ』を読み聞かせする。

⑤今日感じたことや考えたことをもとに、家族への手紙を書いてみよう。
	【個人・ワークシート】
⇒【一斉・発表】
・どんな家族もお互いに思いあいながら生活をしていることにふれつつ、これからの家族との向き合い方について自問出来るようにする。


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物
６．板書計画



７．今後の改善点

　◎　資料がとても良いため、読むだけでも心に響く。
　◎　ふりかえりで自分のこととして考えることができなければ、資料のように重病でなければ、こんな親子関係にならないかと切り返してもよい。
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家族がいてよかった


・ご飯を作ってくれたとき。　・話をする。


　　　・送り迎えをしてくれるとき。


　　　・病気になったとき。　相談をするとき。





三六五×十四回分のありがとう


　　　お母さんがしてくれたこと


　　　　　　・小学校の遠足でおぶってくれた。


・自転車での送り迎え。


　・車の免許を取った。


　・先生に頭を下げて頼んだ。


　　　　　　　　


　　　　　　『がんばれ』を連発


　　　　　　・希望を持ってほしい。


　　　　　　　・自分がついていると伝えたい。


　　　　　　　・一緒にがんばってきたじゃないの、大丈夫。


　　　　　　　・あきらめないで。・自分も頑張る。





　　　　　　　


　　　　　　　・母親の愛にはげまされた。


　・お母さんの前向きな姿に学んだ。


　・母への尊敬を通して生き方を考えることができた。


　・母のおかげで明るく生きられるようになった。








　　　　　　　　　








